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▽令和２年度 第２回理事会の議案を送付 

 

 

例年、第２回理事会を全国大会の開催に併

せ実施してきましたが、今年度の 11月 13日

（金）・14日（土）開催の大阪大会は新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のためオンライン

開催となったため、今年度の第２回理事会は

文書理事会をもって総会に代えることとなり

ました。事前に開催した常任理事会において、

すべての議案について承認をいただいたため、

去る 12 月 18 日（金）に下記議案を審議いた

だくため、各加盟団体へ郵送いたしました。 

「令和２年度事業経過報告書（案）」 

「令和２年度中間決算報告書（案）」 

「令和３年度事業計画概要（案）」 

上記議案について審議いただき、令和３年１

月 13 日（水）までに回答をいただくこととな

っております。 

 

 

                                             

▽令和２年度 センター連絡協議会総会の議案を送付 

 

例年、全国公立視聴覚センター連絡協議会

総会についても全国大会の開催に併せ実施し

てきましたが、今年度の総会は上記全視連理

事会と同様に文書による総会に代えることと

いたしました。審議いただく議案は、下記の３

案です。 

「令和元年度事業報告書（案）並びに収支決算

報告書（案）」 

「令和２年度事業計画概要（案）」 

「役員選任（案）」 

去る 12 月 23 日（水）に上記３議案を郵送

にて各加盟センターへお送りいたしました。各

議案について審議いただき、回答は１月 15 日

（金）までに回答いただくこととなっておりま

す。 
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▽講師派遣事業 

第 61 回愛媛県視聴覚教育研究大会 
 

令和２年度の全視連の講師派遣事業を活用

して、「ＩＣＴ・視聴覚メディアの効果的な活

用」を大会主題に鳴門教育大学大学院准教授の

藤村裕一氏の講演が標記研修会において実施

されました。 

１．主催 

 愛媛県視聴覚教育協会 

２．趣旨 

視聴覚教育の振興に携わる学校教育・社会教

育の関係者、団体・企業関係者が一堂に会し、

ＩＣＴを活用した教育の推進や視聴覚メディ

アの効果的な活用等について情報交換や協議

を行い、視聴覚教育の振興を図る。 

３．日時 

 10 月 14 日（水）13:30～16:40 

４．会場 

愛媛県生涯学習センター4 階大研修室 

５．参加者 

学校関係者、社会教育関係者、県・市町教育

委員会関係者、県・市町視聴覚センター・ライ

ブラリー関係者、視聴覚教育の振興に携わる団

体や企業関係者、視聴覚教育に関心のある方

（57 名） 

６．講師 

 藤村裕一 氏（鳴門教育大学大学院准教授） 

７．講演（13:50～15:30） 

テーマ「ＧＩＧＡスクール時代の教育の在り方

―ウィズコロナ・ポストコロナも見据えて

―」 

・ウィズコロナ・ポストコロナのオンライン授

業学びのニューノーマル（対面＋オンライン

のハイブリッドな授業） 

・日本が世界に発信する“Society5.0” 

・諸外国の教育の情報化情報教育の状況 

・プログラミング教育について 

・主体的・対話的で深い学び、情報の科学的な

理解を中核とした新たな情報モラル教育の

在り方
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▽講師派遣事業 

 令和２年度メディア研修特別講演会（新潟県） 

 

 

令和２年度の全視連の講師派遣事業を活用

して、静岡大学教育学部准教授の塩田真吾氏

の講演が標記研修会において実施されました。 

 

１．主催 

 新潟県立生涯学習推進センター 

２．趣旨 

情報化の進展や、生涯学習の推進を目指し、

ＩＣＴを活用して県民の生涯学習活動を支援

する 担当者・指導者を育成する。 

３．日時 

 11 月 4 日（水）13:30～16:30 

４．会場 

新潟県立生涯学習推進センター 

５．参加者 

学校10名、公民館2名、教育委員会2名、

図書館 1 名、ライブラリー1 名、センター職

員５名（21名） 

６．講師 

 塩田真吾氏（静岡大学教育学部准教授） 

７．講演（13:30～16:30） 

テーマ「情報モラル教材支援『SNS ノート』

の活用術 ～GIGA スクールでの情報モラ

ルの指導法」 

８．講演内容の要旨 

情報モラル教育の課題を提示、解決への方法

を探る 

課題１．毎年外部講師に講演を依頼するが、

トラブル事例の紹介だけでいいのか。 →問題

を「自分のこと」として自覚させ、様々な状況

で考え続けさせる（トレーニングさせる）こと

が大切。 

 

 

 
課題２．家庭との連携が重要だと言われるが、

家庭でのルールを作ればいいのか。 →ルール

の中の「曖昧さ」を考えさせ、ルールを守るた

めの工夫を考えさせることが大切。 →タイム

マネジメントの力を身につけさせることが大

切。 

課題３．トラブルは多いし、重要なのは分か

るが、何を、いつ、やればいいのか。 →実態

と発達段階を踏まえ、どのような力が身につい

ているかを把握し、どのような力をどの時間で

身につけさ せるかを計画することが大切。 
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▽えすけーぷ 

 
新型コロナウイルス感染症の拡大が収まら

ず、第三次ともいわれる拡大状況になってい

ます。 

これからはコロナと共生する時代となっ

ていくことになり、仕事やコミュニケーショ

ンのあり方も大きく変わってきています。 

今年の視聴覚教育と放送教育の合同全国大

会も、大阪に全国から集まって開催する予定

でしたが、全てオンラインで実施されました。

準備の打ち合わせもオンラインで実施するな

ど、初めてのことばかりでしたが、関係者の

皆さんのご尽力により、多くの方々のご参加

により終了しました。 

今回は Zoom を使ったオンラインの大会

でしたが、自治体によっては Zoom あるいは

他のオンライン会議システムの利用が許可さ

れていないため、個人のパソコンとネットワ

ーク環境を使って参加した方もあるというこ

とは、課題として残ったといえます。 

また、コミュニケーションのあり方という

面では、まだまだオンラインでの会議の進め

方に戸惑いが残っているのではないでしょう

か。 

実際に集まって行う会議では、そこに集ま

った人たちの表情や姿勢などから気持ちを汲

み取りながら進行されている面があり、発言

がなくても合意が取れていると判断されてい

ます。しかし、オンラインでの会議では、画

面の中に個々の参加者の映像が出るとはいえ、

小さく、表情を読み取ることは難しいわけで

す。その一方、参加者が次々と声を発すると

誰が声を発しているのかが分かりにくく、進

行が難しいという問題があります。 

まだまだ新しい生活スタイルに慣れてスム

ーズに進んでいくには時間がかかりそうです

が、これまでも新しいメディアが登場し、人々

の生活に馴染んでいき、さらに新しいメディ

アが誕生して淘汰していくという歴史があっ

たことを考えると、難しいと考えずに使い込

んでいくことが大切なのだろうと思います。 

   （TM） 
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